






































イツノ年ニヤアリケン、江府ノ役能勤メナシ、年モ満テ国ニ鯖ク。玉牟ノ道ノホド、風邪ノ病ニヵ、リ、家ニ帰リテモ快カラズ、定業ノ命ハセンスベモ クテ、寛文元年十月十一日ノ夕、行年十九ニシテ卒シ、一圭宗秀ト改名ス。其母夫ニヲクレ、又一子ヲ失ヒ同ジ煙リニモ升リナント、時焦レテ、無常ノ理ヲ悟リ、問国関善寺雪庵和尚ニ謁テ、剃髪授戒シテ 以空比丘尼ト名付一ア、偏ニ菩提ノ門ニ歩ヲ運ピ、死ノ終ハ浬繋ノ定室ニ坐センコトヲノミ求メ、彼ノ別シ宗秀信士ノ為ニ、日夜普門品ヲ読諦 一ツノ箱ヲ仏前一 置 看経 度ゴト 銭ヲ浄水ニ洗、一巻諦ジ克レパ一銭ヲ投入 積リテ後観点目ノ尊像ヲ、造立センコ ヲ警テ、花 朝月ノ夕、吏 怠ルコトアラズ。既ニ七年一一ナリヌ。即チ開善寺雷庵和尚ヲ請ジ、供養ヲハリテ、其夜隣家ヨリ火出デ、軒ヲ並ベシ大一度、梁リヲツマケシ重展、一瞬ノ間 焼失ヌ。其翌 蟻灰ノ中ニ奇シキ光明ヲ放ツ処アリ。鹿ヲ払ヒテ見レパ、以空尼ノ年比集メ置レシ彼育錦 自ラ鈴ケ凝結リテ、 長三寸パカリノ観点回ノ尊像、岩波ノ台座ト共ニ顕レ玉フ。百福荘厳千花開発シテ、北日光功徳山王如来、碧螺ノ間微妙ノ相好資ク宝月ノ輝一切 毛孔皆清浄ニシ慈アリ威アリ。是ゾ此ノ火中ノ蓮華ナラシ盟中ノ貴賎男女、奇異ノ思ヲナシ、希有殊勝ナルコトヲ、 ノ守開玉
銭観音の寺
拾リ、花一房一至誠信心ノアマワニ、御関子等ヲ荘厳
彩色シテ、乍ニ寄附シ玉ヒケリ。黄葉山 諸禅師タチ 伝開玉ヒテ拝稽首シ 、各讃ヲ書シテ贈リツ玉フ。以空尼弥信心増進シテ、禅諦怠一フズ限時ヲ守ルガ如ク 、此尊像ヲ秘蔵シタ マツヮ、終一一一元禄六年 八月十日ニ正念ヒ、渇仰ノ思ヲ起シ、城中ニ請ジ入玉ヒ 沈檀
校ヲ捧ゲ、
ニ円寂シヌ
B雪庵和尚ハ先ニ隠屠シテ、今ノ霊考庵 一住シ玉フ 尼ノ師タルニ依テ遺言シ 和尚 海ニ寄附シ、諸人 疑ヲ解、多ノ信心ヲ起サシメ、邪見ノ議ニ知サシメント願ヒキ。一念ノ化縁広大ナルコト 誠一一 額ケテモ最リガタク、山ヲコボチテモ尽 ガタシ。然ニ和尚遷化ノ後、尼 家族霊像ヲ持シ 国ニ帰リ 我家 安置セント思ヒシニ、英タヨリ夜々家鳴光飛テ驚動ス 御闘ヲ下シテ見レバ、和尚 室 御帰リアルベキヨシナレパ 又又篭主
生寸リ奉リテ帰入シ玉フ。大悲ノ巨韓関々ニ満、大慈ノ冥応所々ニ遍ネケレドモ、今此銭観音不思議ノ霊験、誰ノ人カ信ゼサ一フンヤ。C予其尊像ヲ拝スルニ実ニ今時ノ仏師ノ及ブベキニアラズ。宝座ハ蓮葉ノ舟ノ如シ。後ニ海水波ヲ揚ルノ形アリテ、尚又銭ノ文モ残レ 。彼ノ弘誓謀、深ノ海ヨリノ出デ、、苦海常没ノ衆生ヲ済度シ玉フ標相、誠一一貴イカナ滋シイカナ。























































日本語. 13 本文化負r~ 38 サ (2012)
銅銭観音堂〈生玉門前の南、玄徳寺にあり、霊験いちじるしとて詣人平生に間断なし〉当尊錦 の来由を尋ねるに 往昔、寛文の年間、九州豊前国中津侯の家臣に浮井庄兵衛といへる有。没後、一子角助、若年ながら家督を柄て禄五百石を賜ふ。然るに年を章一ねず、十九歳にて身没ぬ。母の歎きたとへんにものなし。土大庄兵衛没して後、又もや頼み力とせし一子に別れし秋山傷礁かしと想像れて哀れなり。斯て母親は悲しみの余り、菩提所開諮問寺に詣で 住職雪庵和尚 師として剃髪受戒し、以空比丘尼と号し、夫と一子 為に一心不乱に普門品を読論し、花の靭月のタも更に怠るこ なく、一の穣を仏前にそなへ、普門品一遍を読終れば一銭を水にて洗ひ、此絡に入をき、積れる銭を以て観音の尊像を建立せんことを誓り。斯のごとくする事既に七年に及ひ、寛文七年十月十一日は亡子の七回忌に当りぬれば、懇に法事を営み終りしか、其夜はからず隣家より火起りて、以空尼の宅も共に類焼す。以空は翌日おどろき乍ら灰を払ひて、年月積たる彼銭の有所を尋ぬるに、悉々く焼蕩け 一塊となれり。頓て浄水にて洗ひ是を見れば、銭の形累々 かさなり、船座となり、蕩流れしはずなわち御長一一一寸許の補陀落観世音の霊像と現れ給ふ。実や是 内エ比丘尼信心の感ずる所に て、尊容自然と出現
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根崎の地にあった神明社の社前を南北にはしる通りが見える。吋大成』の記述から、霊山今庵はこの通りに沿った場所にあったも と想定される(現在、神明社は露天神社内に末社として杷られており、出境内地には碑が残るだけである)。吋大成』では、「銭観音篠」項に「後に生去の南玄とく寺に此尊像を迂して」とあり、「鍛銭観音堂」項でも項目名に続けて割書で「生玉門前の南、玄徳寺にあり、霊験いちじるしとて詣人平生に間断なし」とある。幕末には玄徳寺の銭観音として信仰を集めてい ことが記され、実際 現在地に移った今も、銭観音は玄徳寺の本尊として杷られて





























































g(? 38 号 (2012)
観音出現に対して寄せられたものであり、法雲禅師も当時、小倉福東寺住職であり、ない、銭観音が中津にあった頃 作と判断される。
続く資料は年次順に、月欝『観音一新験録』(元課九年) 岡西惟中『霊考庵銭観音縁起』(一克明係十四年)、蓮体『観音









































































る。なお『大成』の米日胞 いう月潔和尚の著作とは 本設を指すか 思われる。






















で起こった心中事件をもとに諒同般的心中いを発表す 現在では「生支社前の段」から上演されることが多いが、本来はその前に「観音めぐり」が霞かれている。遊女お初が大坂一一一十三観音を巡礼する趣向であり、「 擦に天満の太一搬寺・・:白む夜明け 潟も二番に長福寺::照す鋭の神間的官拝み廻りて法住寺」と続き、「愛も稲荷の神社、仏神水波 しる
? ???
設~ 38 号 (2012)日本語. Iヨ本文化ずお











































The temple of Zeni-kannon 
Yoshinari SHIBATA 
The statue of kannon at Gentokuji temple(Ibaraki, Osaka) is called 'Zeni-
kannon'. The statue has a wonder story about its appearance. At 1661, Sawai 
Kakusuke died at the age of 19. His mother felt sad, and became anum. She saved 
coins to build the statue ofkannon for Kakusuke. At 1667, One day the next house 
was burned and her house was also burned. The next day, she found the shining 
thing at the place of her house. It is the statue of kannon. The coins which she 
saved melted and overlapped by fire, and became the shape of kannon, the size of 
it is about 10 em. 
In this paper, I considered the circumstances of the movement of Zeni-kannon 
from Nakatsu at Kyusyu, to Reisinan at Sonezaki Osaka, and to Gentokuji 
temple. 
